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況
企
画
展
紹
介
⑫
「
木
和
田
島
弁

天
沼
湿
原
の
動
植
物
」（
そ
の
３
）

胸
弁
天
沼
湿
原
の
植
物

　
今
回
の
調
査
で
は
、
前
回
の
調
査

（
１
９
９
４
年
）
を
　
種
上
回
る
　
種
の

１１０

３１９

植
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
植
物
は
　
種
あ
り

１３５

ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
湿
原
が
一

時
期
乾
燥
化
し
た
と
き
に
周
辺
部
か
ら

入
り
込
ん
だ
植
物
で
す
。
湿
原
中
央
部

の
沼
で
は
カ
ン
ガ
レ
イ
や
ヨ
シ
、
イ
ト

モ
、
ヒ
ル
ム
シ
ロ
、
イ
ヌ
タ
ヌ
キ
モ
な

ど
の
水
生
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
沼
の

周
辺
で
は
カ
キ
ツ
バ
タ
や
ア
ギ
ナ
シ
、

ヒ
メ
ミ
ク
リ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
コ
マ

ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、
ア
ゼ
ス
ゲ
、
ヌ
マ
ガ

ヤ
、
ヌ
マ
ゼ
リ
、
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ
な
ど

の
湿
地
性
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
湿
原

の
縁
で
は
ノ
イ
バ
ラ
や
フ
ジ
、
ウ
メ
モ

ド
キ
、
ク
ロ
ツ
バ
ラ
な
ど
の
低
木
や
、

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
オ
オ
ハ
ン

ゴ
ン
ソ
ウ
、
ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
の
帰
化

植
物
の
侵
入
が
見
ら
れ
ま
す
。

胸
湿
原
の
保
全
・
保
護
に
向
け
て

　
今
回
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
弁
天
沼

湿
原
の
自
然
度
は
高
く
、
水
湿
地
特

有
の
動
植
物
が
依
然
と
し
て
多
数
生

育
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
以
前
と
比
較
す
る
と
、

ヨ
シ
の
繁
茂
や
ハ
ン
ノ
キ
の
侵
入
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
生
長
に
よ
る
日
陰

化
な
ど
湿
原
の
環
境
変
化
は
大
き
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
湿
原
環
境

や
貴
重
動
植
物
の
保
全
・
保
護
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
次
の
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
刈
り
払
い
や
樹
木
伐
採
の
継
続

・
地
下
水
の
給
水（
乾
燥
化
防
止
）

・
観
察
路
（
木
道
な
ど
）の
整
備

・
動
植
物
採
集
の
規
制
措
置

◆
企
画
展
開
催
期
間

　
９
月
　
日（
日
）
ま
で

２９

日
光
市
中
央
町
　

‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　
緯（
　

）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午

前
９
時
～
午
後
６
時（
入
館
無
料
）　
休
館
日
　月

曜
日
、
祝
日

切り取ってご利用ください

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信

弁天弁天沼沼

展覧会のご案内

会　　期：前期　９月１４日（土）～１０月２７日（日）

　　　　　後期　１１月２日（土）～１２月２３日（月・祝）

開館時間：午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日・振替休日のときは開館し、翌日を休館）

入 館 料：一般…７００（３００）円、大学生５００（２００）円、高校生以下…無料

　　　　　※（　）内は市民割引券を利用した際の料金です。

昭　　和の洋画界を代表する画家たちが描いた、日本の国立公園
の風景絵画８０点が、平成２４年度に国立公園協会から日光市へ寄

贈されました。今回、これらの絵画を前期と後期に分けて紹介

する展覧会を開催します。私たちに身近な日光国立公園の風景

をはじめ、今年、世界文化遺産に登録された富士山を有する富

士箱根伊豆国立公園の風景など、日本各地の美しい風景の数々

を、ぜひご鑑賞ください。

「所蔵作品撰　国立公園の絵画展」 

　　　　　　ミョージョーくん

 大野隆徳 「奥入瀬渓流の秋」　１９３２年
おおのりゅうとく

小杉放菴記念日光美術館所蔵

且且

〒３２１‐１４３１　日光市山内２３８８‐３　TEL：５０‐１２００
ホームページ　http://www.khmoan.jp/

且且且且

市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

且且

広報 にっこう １２

日
光
「
焼
き
」
そ
ば
ま
つ
り
　
　

　
～
も
う
一
つ
の
そ
ば
ま
つ
り
～

開
催
日
時
…
　
月
　
日（
日
）

１１

２４

開
催
場
所
…
今
市
市
街
地
国
道
　
号
１１９

　今回は、今市市街地で開催される今回は、今市市街地で開催される、、「「いいとこいっぱい」のイベいいとこいっぱい」のイベ

ンントト((秋・冬秋・冬編編))を紹介しますを紹介します。。

夏の躍動的なイベントに対して、秋と冬は「食」をテーマとし　夏の躍動的なイベントに対して、秋と冬は「食」をテーマとしたた

イベントが多く見られます。また、これらのイベントも市の中心イベントが多く見られます。また、これらのイベントも市の中心市市

街地活性化基本計画の事業の一つです街地活性化基本計画の事業の一つです。。

連載特集（全６回）

～日光市中心市街地活性化基本計画～　　　　　　　　　　　　　　～日光市中心市街地活性化基本計画～　その⑤その⑤  

こ
の
連
載
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
緯（
　
）１
１
７
６

３０

の
出
場
申
込
み
が
あ
り
、
先
着
　
名
が
エ

３０

ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。
当
日
は
、
会
場
に
集

ま
っ
た
人
た
ち
が
長
蛇
の
列
を
作
り
、
出

場
者
自
慢
の
　
種
類
の
「
し
も
つ
か
れ
」

３０

を
味
わ
い
ま
す
。
審
査
員
や
来
場
者
は
そ

れ
ぞ
れ
、
お
気
に
入
り
の
「
し
も
つ
か

れ
」
に
票
を
投
じ
、
優
勝
者
が
「
し
も
つ

か
れ
鉄
人
」
の
称
号
を
受
け
ま
す
。

「
新
酒
と
食
」
の
見
本
市

開
催
日
時
…
平
成
　
年
２
月
　
日（
火
・

２６

１１

祝
）

　
今
年
で
７

年
目
を
迎
え

る
日
光
「
焼

き
」
そ
ば
ま

つ
り
は
、
日

光
そ
ば
ま
つ

り
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し

て
、
同
時
期

に
開
催
さ
れ

る
、
も
う
一
つ
の
そ
ば
ま
つ
り
で
す
。

　
ま
た
、
日
光
「
焼
き
」
そ
ば
ま
つ
り
は
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
。
毎

年
県
内
外
か
ら
　
店
舗
の
味
自
慢
の
焼
き

２５

そ
ば
職
人
が
集
結
し
、
味
を
競
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ラ
リ
ー
券（
　
店
１０

舗
分
・
　
円
）を
購
入
し
て
焼
き
そ
ば
を

５００

食
べ
歩
き
、
お
気
に
入
り
の
店
舗
に
投
票

す
る
「
焼
き
そ
ば
総
選
挙
」
で
す
。
今
年

は
ど
こ
の
お
店
が
グ
ラ
ン
プ
リ
の
座
に
輝

く
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｊ
Ｒ
駅
前
通
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

開
催
日
時
…
　
月
中
旬
～
平
成
　
年
２
月

１１

２６

中
旬

開
催
場
所
…
J
R
今
市
駅
前
通
り

　
Ｊ
Ｒ
今
市

駅
前
通
り
は
、

毎
年
　
月
中

１１

旬
か
ら
２
月

上
旬
の
夜
に
、

光
の
演
出
で

生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　
平
成
　
年
２４

度
は
、
地
元

商
店
会
の
皆
さ
ん
と
今
市
工
業
高
等
学
校

の
生
徒
が
力
を
合
わ
せ
、
共
同
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
・
設
置
し
ま
し
た
。

寒
い
冬
の
夜
の
駅
前
通
り
を
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
光
が
温
か
く
彩
り
ま
し
た
。

全
日
本
し
も
つ
か
れ
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
日
時
…
平
成
　
年
２
月
　
日（
火
・

２６

１１

祝
）

開
催
場
所
…
プ
ラ
チ
ナ
ホ
ー
ム
い
ま
い
ち

（
今
市
市
街
地
大
通
り
）

　
冬
の
恒
例

行
事
と
し
て
、

県
の
伝
統
郷

土
料
理
「
し

も
つ
か
れ
」

の
腕
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
毎
年
多
く

開
催
場
所
…

今
市
市
街
地

国
道
　
号
１１９

　
毎
年
２
月

の
新
酒
の
時

期
に
合
わ
せ
、

「
新
酒
と
食

の
見
本
市
」

を
開
催
し
ま

す
。
　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
市
中
心
市
街

地
の
２
軒
の
老
舗
酒
蔵
を
回
り
な
が
ら
、

地
元
の
酒
と
食
材
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
日
光
の

新
酒
に
酔
い
し
れ
、
食
材
に
舌
鼓
鎧


